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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療用超音波システムであって、
超音波をボリューム内に異なる操向角度で送信するために超音波信号を送信し受信するア
レイ型変換器と、
前記超音波の各々に対する超音波エコーを表す、前記変換器からの信号を受信し、単一の
送信波に対応する受信エコーの各セットが操向フレームを定める受信器と、
前記アレイ型変換器の運動を検出し、前記検出されたアレイ型変換器の運動に基づいて前
記操向フレームを合成画像に合成する信号プロセッサと、
前記合成画像に基づく情報を出力するための表示装置と、
を含み、
前記信号プロセッサは、前記アレイ型変換器の運動に基づいて合成される操向フレームの
数を決定し、前記合成画像を合成するように構成されている、
超音波システム。
【請求項２】
前記信号プロセッサが、アレイ型変換器の運動に起因する、連続する操向フレームの位置
合わせ不良を検出するように構成されている請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
前記信号プロセッサが、アレイ型変換器の速度に起因する、連続する操向フレームの位置
合わせ不良を検出するように構成されている請求項２に記載の超音波システム。
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【請求項４】
前記信号プロセッサが、相関ブロック探索法、ドプラ組織速度法、加速度計法、運動セン
サ法、特徴追跡法、相互相関法、及び絶対値差加算法の内の少なくとも１つを使用して連
続する操向フレームの位置合わせ不良を検出するように構成されている請求項２に記載の
超音波システム。
【請求項５】
前記信号プロセッサが、合成画像を使用して連続する操向フレームの位置合わせ不良を検
出するように構成されている請求項２に記載の超音波システム。
【請求項６】
前記信号プロセッサが、第１のレベルの位置合わせ不良が検出された時に第１の数の操向
フレームを合成し、第２のレベルの位置合わせ不良が検出された時に第２の数の操向フレ
ームを合成し、前記操向フレームの第１の数が前記操向フレームの第２の数より大きく、
前記第２のレベルの位置合わせ不良が前記第１のレベルの位置合わせ不良より大きいレベ
ルのアレイ型変換器の運動に関係する請求項２に記載の超音波システム。
【請求項７】
前記信号プロセッサは、合成される操向フレームの数が検出されたアレイ型変換器の運動
に基づくように複数の操向フレームを１つの合成画像に結合するように構成されている請
求項１に記載の超音波システム。
【請求項８】
前記信号プロセッサは、ブロードサイドに操向されたフレームに対する重み付けが検出さ
れた運動に比例するように前記操向フレームの重み付き平均を用いて、複数の操向フレー
ムを１つの合成画像に結合するように構成されている請求項１に記載の超音波システム。
【請求項９】
前記信号プロセッサは、合成される操向フレームの数が合成画像を使用して検出されたア
レイ型変換器の運動に基づくように、複数の操向フレームから合成画像を合成するように
構成されている請求項１に記載の超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断システムに関する。具体的には、本発明は、超音波データを収集
及び処理して超音波画像のボケを低減する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　少なくとも幾つかの公知の超音波システムは、所与のターゲットの複数の超音波画像を
１つの複合画像に空間的に合成することができる。全体を通じて使用される用語「合成」
は、複数のデータセットをコヒーレントに合成して１つの新しい単一のデータセットを作
成することを意味する。複数のデータセットは、各々異なる操向角度及び／又はアパーチ
ャから得ることができ、及び／又は、各々異なる時間で得ることができる。複数のデータ
セット又は操向フレームは、各操向角又はアパーチャから受け取られた合成画像ターゲッ
トにおいて各点から受け取られたデータを合成することによって、合成されて単一のビュ
ー又は合成画像を生成する。リアルタイムの空間合成イメージングは、実質的に独立した
操向角から一連の部分的に重なり合った構成要素の画像フレームを収集することによって
実行することができる。アレイ型変換器を利用して、構成要素フレームの電子ビーム操向
及び／又は電子変換を実施することができる。構成要素フレームは、加算、平均化、ピー
ク検出、又は他の組み合わせの手段によって合成画像に結合される。合成画像は、単一角
度から非空間的に合成された超音波画像よりも比較的スペックルの少ない良好な鏡面反射
鏡描写を表示することができる。
【０００３】
リアルタイム空間合成イメージングでは、新しい合成画像フレームを各々生成するのに幾
つかの画像収集が必要となる。合成画像の構成に使用される最初の操向フレームの収集と
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画像で使用される最後の操向フレームの収集との間に時間差が存在する。有意な画像位置
合わせ不良が、フレームの収集間の時間差に起因して存在する可能性がある。多数の操向
フレームが合成画像構成に使用される場合には、画像位置合わせ不良は合成画像のボケを
生じる場合がある。少数の操向フレームが画像構成に使用される場合には、ボケは比較的
小さくなる可能性がある。
【特許文献１】米国特許第５９０８３９０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、一般には、多数の操向フレームを収集して合成画像の画質を最大にする
のが望ましい。しかしながら、多数の操向フレームには、より長い収集の時間期間が必要
となり、特にアレイ型変換器が動いているときには、その期間中に好ましくないレベルま
でボケが大きくなる可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの実施形態において、医療用の超音波イメージング方法が提供される。本方法は、
超音波を第１の速度で一定のボリューム内へ送信する段階と、超音波の各々に対する超音
波エコーを受信する段階とを含む。各エコーは、ボリューム内の密度境界面を示す。単一
の波に対応する送信された受信エコーの各セットは、操向フレームを定める。本方法は更
に、アレイ型変換器の運動を検出する段階と、検出されたアレイ型変換器の運動に基づい
て複数の操向フレームを１つの合成画像に結合する段階とを含む。
【０００６】
　別の実施形態において、超音波信号を送信し受信するアレイ型変換器と、超音波を異な
る操向角度でボリューム内へ送信する変換器に信号を送信する送信器と、超音波の各々に
対する超音波エコーを表す変換器からの信号を受信する受信器とを含む、超音波システム
が提供される。各エコーは、ボリューム内の密度境界面を示し、単一の送信波に対応する
受信エコーの各セットは操向フレームを定める。本システムは更に、アレイ型変換器の運
動を検出し且つ検出されたアレイ型変換器の運動に基づいて操向フレームを１つの合成画
像に結合する信号プロセッサと、合成画像に基づいて情報を出力する表示装置とを含む。
【０００７】
　更に別の実施形態において、医療用超音波イメージングを制御するためにコンピュータ
可読媒体上に具象化されたコンピュータプログラムが提供される。本プログラムは、複数
の超音波をボリューム内に第１の速度で送信し且つ超音波の各々に対する超音波エコーを
受信するコードセグメントを含む。各受信エコーは、ボリューム内の密度境界面を示す。
単一の送信波に対応する受信エコーの各セットは操向フレームを定める。本コンピュータ
プログラムは、アレイ型変換器の運動を検出し、検出されたアレイ型変換器の運動に基づ
いて複数の操向フレームを１つの合成画像に結合することを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、本発明の実施形態に従って形成された超音波システム１００のブロック図であ
る。超音波システム１００は、アレイ型変換器１０６内の複数の変換器素子（トランスジ
ューサ素子）１０４を駆動して身体内に超音波パルス信号を放射する送信器１０２を含む
。様々な形状寸法を用いることができる。超音波信号は、密度境界面、及び／又は血球又
は筋組織などの身体内構造から後方散乱されて変換器素子１０４へ戻るエコーを生成する
。受信器１０８は、エコーを受信する。受信されたエコーは、ビームフォーマ１１０を通
過し、該ビームフォーマがビームフォーミングを行ってＲＦ信号を出力する。次いで、Ｒ
Ｆ信号はＲＦプロセッサ１１２を通過する。或いは、ＲＦプロセッサ１１２は複合復調器
（図示せず）を含むことができ、該複合復調器はＲＦ信号を復調してエコー信号を表すＩ
Ｑデータペアを形成する。次にＲＦ又はＩＱ信号データは、一時記憶用のＲＦ／ＩＱバッ
ファ１１４に直接送ることができる。
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【０００９】
　超音波システム１００はまた、収集された超音波情報（即ち、ＲＦ信号データ又はＩＱ
データペア）を処理して表示装置システム１１８上に表示するための超音波情報フレーム
を作製する信号プロセッサ１１６を含む。信号プロセッサ１１６は、収集された超音波情
報に対して複数の選択可能な超音波診断装置による１つ又はそれ以上の処理演算を実行す
るように適合されている。例示的な実施形態において、収集された超音波情報は、エコー
信号が受信される走査セッッション中にリアルタイムで処理される。代替的な実施形態に
おいて、超音波情報は、走査セッッション中に一時的にＲＦ／ＩＱバッファ１１４内に記
憶され、リアルタイムで即時に又はオフライン操作で処理することができる。
【００１０】
　超音波システム１００は、人間の目の知覚速度にほぼ等しい毎秒５０フレームを超える
フレーム速度で超音波情報を連続的に収集することができる。収集された超音波情報は、
より遅いフレーム速度で表示システム１１８上に表示することができる。直ちに表示する
ように予定されていない収集された超音波情報の処理済みフレームを記憶するために、画
像バッファ１２２を含む。例示的な実施形態において、画像バッファ１２２は、少なくと
も数秒間分の超音波情報フレームを記憶するのに十分な容量のものである。超音波情報フ
レームは、収集順序又は収集時間による検索を容易にする方法で記憶される。画像バッフ
ァ１２２は、限定ではないが、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、及び
／又はランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）又は他の既知のデータ記憶媒体などの少なくと
も１つの記憶装置を含むことができる。
【００１１】
　図２は、超音波画像の収集及び処理に使用することができる例示的な超音波システム１
００（図１に示す）の別のブロック図である。システム１００は、送信器１０２及び受信
器１０８に接続されたアレイ型変換器１０６を含む。アレイ型変換器１０６は、超音波パ
ルスを送信して、走査された超音波ボリューム２００の内部構造体からのエコーを受信す
る。メモリ２０２は、走査された超音波ボリューム２００に由来する受信器１０８からの
超音波データを記憶する。ボリューム２００は、例えば、限定ではないが、３Ｄ走査、リ
アルタイム３Ｄイメージング、ボリューム走査、位置決めセンサを有する変換器を用いた
２Ｄ走査、ボクセル相関技術を用いるフリーハンド走査、２Ｄ又はマトリクスアレイ型変
換器などの種々の技術によって得ることができる。
【００１２】
　変換器１０６は、関心領域（ＲＯＩ）を走査しながら直線経路又はアーチ形経路に沿う
ように移動することができる。各直線又はアーチ形位置において変換器１０６は複数の走
査平面２０４を得る。走査平面２０４は、隣接する走査平面２０４のグループ又はセット
などからの一定の厚さに対して集めることができる。走査平面２０４は、メモリ２０２内
に記憶され、次にボリューム走査コンバータ２０６に送られる。幾つかの実施形態におい
て、変換器１０６は、走査平面２０４ではなくラインを収集することができ、メモリ２０
２は、走査平面２０４ではなく変換器１０６によって得られたラインを記憶することがで
きる。ボリューム走査コンバータ２０６は、走査平面２０４ではなく変換器１０６によっ
て得られたラインを記憶することができる。ボリューム走査コンバータ２０６は、制御入
力２０８からスライス厚さ設定を受け取り、該スライス厚さ設定は、走査平面２０４から
生成されるべきスライスの厚さを特定する。ボリューム走査コンバータ２０６は、複数の
隣接する走査平面２０４からデータスライスを生成する。各データスライスを生成するた
めに得られる隣接する走査平面２０４の数は、スライス厚さ制御入力２０８によって選択
される厚さによって決まる。データスライスは、スライスメモリ２１０内に記憶されて、
ボリュームレンダリングプロセッサ２１２によってアクセスされる。ボリュームレンダリ
ングプロセッサ２１２は、データスライスに基づくボリュームレンダリングを実施する。
ボリュームレンダリングプロセッサ２１２の出力は、ビデオプロセッサ１１６及び表示装
置１１８に送られる。
【００１３】
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　図３は、システム１００（図１に示す）によって収集される対象物の例示的表示３００
を示す。アレイ型変換器１０６は、変換器１０６の縁部に沿って直線状に配置された複数
の変換器素子１０４を含む。変換器素子１０４は、送信器１０２及び受信器１０８に接続
され（図１に示す）、送信器１０２からの送信信号に応答して、各変換器素子１０４に近
接するアレイ型変換器１０６の縁部から放射する超音波ビーム又は超音波３０２を発生す
る。送信信号は、各変換器素子１０４のファイアリング制御を行って予め定められた経路
に沿って超音波３０２を操向するよう調整可能である。例証の目的で、４つの変換器素子
１０４を示す。アレイ型変換器１０６は、任意の数の変換器素子１０４を含んでもよい。
各波３０２は、関心のある対象物３０６を含み且つ隣接する変換器素子１０４から放射さ
れる１つ又はそれ以上の波３０２が重なり合う可能性がある関心ボリューム３０４に投射
される。対象物３０６は、該対象物３０６に衝突する波３０２を吸収し、透過し、屈折し
、及び／又は反射することができる。対象物３０６からの反射波又はエコーは、変換器素
子１０４によって受信され、システム１００によって処理されて、対象物３０６及びボリ
ューム３０４内の他の対象物を表す画像又は操向フレームを生成する。
【００１４】
　次いで、予め定められた数の画像フレームは、システム１００によって合成画像に結合
される。合成画像は、アレイ型変換器１０６に沿った変換器素子１０４の空間分離によっ
て可能となる異なる角度からの対象物３０６のビューを表すフレームを含むことができる
。屈折に起因する角度誤差が、異なる角度から対象物３０６を見るフレーム間の位置合わ
せ不良を引き起こす可能性がある。画像フレーム間の位置合わせ不良はまた、送信及び受
信処理中のアレイ型変換器１０６の運動３０８に起因して発生する可能性がある。画像フ
レームは、時間並びに空間的に互いに分離することができる。
【００１５】
　点、線及び表面などの画像中の幾何学的特徴を用いる位置合わせアルゴリズムは、両方
のフレームにおいて可視の同一の物理的エンティティに一致する画像点のセットなどの特
徴を識別することによって変換を決定する。位置合わせアルゴリズムは、これが各フレー
ム間で類似性評価を最適化する画像変換を決定するように画像強度値に基づくことができ
る。
【００１６】
　操向フレーム間の位置合わせ不良は、相関ブロック探索法、ドプラ組織速度法、加速度
計又は他の運動センサ、及び特徴追跡などの幾つかの運動追跡法によって計測可能である
。位置合わせ不良の程度は又、相互相関法によって検出することができる。或いは、アレ
イ型変換器１０６の運動３０８は又、合成画像の情報を比較することによって検出するこ
とができる。種々のモードでの超音波システムの操作は、ユーザによって選択可能である
。例示的な実施形態において、システム１００は、自動的且つ連続的に合成される画像の
構成に使用されるべき最適フレーム数を決定することになる。別の実施形態において、ユ
ーザは、手動で合成される画像の構成に使用するフレーム数を選択することができる。
【００１７】
　構成要素フレーム間の位置合わせ不良は、変換器の運動情報を導出する目的で超音波画
像フレームが連続的に相関付けられる相関ブロック探索などの幾つかの運動追跡法によっ
て計測することができる。次に、個々の画像は、幾つかのより小さなサブ画像範囲に分割
可能であり、画像運動検出アルゴリズムを用いて、サブ画像の運動を計測し、次いで局所
的運動の推定を求めることができる。初期推定は、計測パラメータと組み合わされて最終
的な局所運動推定を導出する。次に最終的な局所運動を用いて、全体的な画像運動を推定
することができる。次いで、合成画像は、導出された全体的な画像運動に基づいて表示す
ることができる。ドプラ組織速度法を用いると、超音波システム１００は、位置合わせ不
良の判断を容易にするために走査線に沿って予め定められた位置に配置されるレンジ点の
ペアを使用することによって、アレイ型変換器１０６の速度及び位置が追跡可能となる。
加速度計又は他の運動センサ及び追跡機構もまた、位置合わせ不良を検出するのに使用す
ることができる。しかしながら、これらの方法は一般に、膨大な計算を必要とする。位置



(6) JP 4795675 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

合わせ不良の影響は、明示的な運動計測を用いることなく、時間シーケンスにおける後続
のフレームとの１つの合成フレームの類似性又は相違性を比較することによって検出する
ことができる。１つの画像表現が、後続する画像表現から連続的に時間シフトされた画像
表現と乗算されてアレイ型変換器１０６の運動を定量化する相互相関法、又は、一般的に
運動推定法よりも計算量が少なくて済む絶対値差の加算法などの類似性又は相違性を表わ
す測定基準は、フレーム内の少なくとも１つの関心領域でのフレーム間の類似性又は相違
性を定量化するのに使用することができる。
【００１８】
　合成画像を形成するフレーム間の位置合わせ不良の変化速度の検出を用いて、合成画像
の構成に使用されるフレーム数を更に調節することができる。合成画像を形成するフレー
ム間の位置合わせ不良の変化速度は、アレイ型変換器１０６の運動の変化速度と相関する
。具体的には、アレイ型変換器１０６の運動の変化速度が大きい場合には、画像フレーム
間のより大きな位置合わせ不良を予想することができる。大きな画像位置合わせ不良の影
響に対抗する目的で、システム１００は、合成画像の構成に使用される画像フレーム数を
運動の変化速度がより小さい時に使用されるより少数の画像フレームまで低減することが
できる。更に、システム１００は、合成画像の構成に使用される画像フレーム数を低減す
る前の所要時間を運動の変化速度がより小さい時に使用されるよりも小さな時間量まで低
減することができる。
【００１９】
　動作時、システム１００は、アレイ型変換器１０６が走査される身体に対してほぼ静止
状態に維持されている時には２４などの第１のフレーム画像数を使用して合成画像を構成
することができる。アレイ型変換器１０６が、身体に対して運動３０８状態に置かれると
、システム１００は、アレイ型変換器１０６の運動３０８とその運動の変化速度とを検出
する。アレイ型変換器１０６の運動３０８が予め定められた値を超えると、システム１０
０は、合成画像の構成に使用される画像フレーム数を変更し、運動３０８の影響を低減す
ることができる。システム１００は、アレイ型変換器１０６が予め定められた値を超えた
ときに合成画像の構成に使用される画像フレーム数が直ちに変更されないように遅延を導
入することができる。遅延は、アレイ型変換器１０６が比較的短い距離、又は比較的短い
時間で移動する時間期間中に、表示画像の安定性を維持するのに有用とすることができる
。アレイ型変換器１０６の迅速な運動は表示画像の安定性に悪影響をもたらす場合もある
。例えば、変換器１０６の運動の変化速度が比較的大きく増大すると、次の画像フレーム
の位置合わせ不良が大きくなり、その結果、現在の画像フレーム数から構成された合成画
像が、不十分な画像安定性に起因して使用不能となることを示す場合がある。アレイ型変
換器１０６の運動の変化速度に基づき、システム１００は、合成画像の構成に使用される
画像フレーム数を表示画像の安定性の維持を容易にする第２の画像フレーム数に変更可能
であり、且つシステム１００は、アレイ型変換器１０６の運動の変化速度が予め定められ
た値を超えたことが検出された時と、システム１００が合成画像の構成に使用される画像
フレーム数を変更する時との間で使用される時間遅延を変更することができる。
【００２０】
　図４は、システム１００（図１に示す）を使用して画像を収集し処理する例示的方法４
００のブロック図である。方法４００は、超音波を第１の速度でボリュームに送信する段
階４０２を含む。例示的な実施形態において、ボリュームは生体である。別の実施形態に
おいて、ボリュームは、超音波探査によって望ましい情報を与えることができる任意の対
象物を含んでもよい。アレイ型変換器１０６は、超音波ビームを走査線（図３に示す）に
よって示される画像領域上に異なる角度で送信４０２する。各ビームは、アレイ型変換器
１０６に対して異なる角度で操向される。ビームの送信は、送信器１０２によって制御さ
れ、該送信器１０２は、アレイに沿って予め定められた基点から予め定められた角度で各
ビームを送信するように、アレイ型変換器の各素子の位相及び作動時間を制御する。
【００２１】
　方法４００は、ビーム内の各超音波に対する超音波エコーを受信する段階４０４を含み
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、各エコーはボリューム内の密度境界面を表し、単一の送信波に対応する受信されたエコ
ーの各セットが操向フレームを定める。各走査線に沿って戻ってくるエコーは、アレイ型
変換器１０６内の変換器素子１０４によって受信され、例えばアナログディジタル変換に
よってディジタル化されて、ディジタルビームフォーマ１１０へ結合される。ディジタル
ビームフォーマは、アレイ素子からのエコーを遅延させて合計し、各走査線に沿った一連
の集束したコヒーレントなディジタルエコーサンプルを形成する。送信器１０２及びビー
ムフォーマ１１０は、システムコントローラ（図示せず）の制御下で操作される。システ
ムコントローラは、ユーザによって設定可能な設定を制御するインターフェースを提供す
る。システムコントローラは、所望の数の走査線グループを所望の角度、送信エネルギー
及び周波数で送信するように送信器を制御する。システムコントローラはまた、ディジタ
ルビームフォーマを制御して、使用されたアパーチャ及び画像深さに対する受信エコー信
号を適切に遅延させて合成する。
【００２２】
　システム１００は、アレイ型変換器１０６の運動を検出し４０６、またアレイ型変換器
１０６の運動の変化速度を検出する。運動信号と運動の変化速度信号は、予め定められた
限界値と比較されて、システム１００の画像処理プロセスを修正する。具体的には、アレ
イ型変換器１０６の運動を用いて、合成画像の構成に使用される画像フレーム数を決定す
ることができる。アレイ型変換器１０６の運動の変化速度を用いて、合成画像の構成に使
用される画像フレーム数がアレイ型変換器１０６の運動に基づいて変更される前に、遅延
時間を決定することができる。加えて、アレイ型変換器１０６の運動の変化速度を用いて
、合成画像を直接構築するのに使用される画像フレーム数を決定することができる。アレ
イ型変換器１０６の運動が決定された後に、システム１００は、複数の操向フレームを検
出されたアレイ型変換器１０６の運動と運動の変化速度に基づく合成画像に合成する４０
８。
【００２３】
　上述の運動適応型画像合成法は、空間的合成超音波画像システムの画像合成操作を変更
する上でコスト的に有利で且つ信頼性の高い方法である。具体的には、運動適応型画像合
成法は超音波画像フレームの合成を促進し、アレイ型変換器の運動により、変更されるべ
きフレーム合成操作が表示画像の安定性の維持を容易にする。その結果、本明細書で説明
した本方法及び装置は、コスト的に有利で且つ信頼性の高い方法での超音波画イメージン
グを可能にする。
【００２４】
　超音波診断システムの例示的な実施形態を上記に詳細に説明した。本システムは、本明
細書で説明された特定の実施形態に限定されず、むしろ各システムの構成要素は、本明細
書で説明された他の構成要素から独立して且つ分離して利用可能である。各システム要素
はまた、他のシステム構成要素と組み合わせて使用することができる。
【００２５】
　本発明を種々の特定の実施形態に関して説明してきたが、当業者であれば、本発明が本
発明の請求項の精神及び技術的範囲内の変更を実施可能であることが理解されるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態により形成された超音波システムのブロック図。
【図２】本発明の実施形態により形成された超音波画像の収集及び処理に使用される超音
波システムのブロック図。
【図３】図１に示す超音波システムによって収集される対象物を例示的に示す図。
【図４】本発明の実施形態により形成された図１に示す超音波システムを使用して画像を
収集し処理する例示的方法を示すブロック図。
【符号の説明】
【００２７】
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　１０４　変換器素子
　１０６　アレイ型変換器
　３０２　超音波ビーム
　３０４　関心ボリューム
　３０６　対象物

【図１】 【図２】



(9) JP 4795675 B2 2011.10.19

【図３】

【図４】



(10) JP 4795675 B2 2011.10.19

10

フロントページの続き

(74)代理人  100129779
            弁理士　黒川　俊久
(72)発明者  スティーブン・チャールズ・ミラー
            アメリカ合衆国、ウィスコンシン州、ウォーキシャ、アスペンウッド・レーン、ダブリュ２２６エ
            ヌ２５７２番

    審査官  門田　宏

(56)参考文献  特開２００３－１３５４５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００２－５２６２２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１７８０８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０７０７８６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　８／００－８／１５　　　　



专利名称(译) 医学超声系统

公开(公告)号 JP4795675B2 公开(公告)日 2011-10-19

申请号 JP2004340294 申请日 2004-11-25

申请(专利权)人(译) GE医疗系统环球技术公司有限责任公司

当前申请(专利权)人(译) GE医疗系统环球技术公司有限责任公司

[标]发明人 スティーブンチャールズミラー

发明人 スティーブン·チャールズ·ミラー

IPC分类号 A61B8/00 G01S7/52 G01S15/89

CPC分类号 G01S15/8995 A61B8/00 A61B8/4254 G01S7/5205 G01S7/52074

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/EE04 4C601/EE09 4C601/EE14 4C601/GA18 4C601/JC21 4C601/JC25

代理人(译) 小仓 博
伊藤亲

审查员(译) 门田弘

优先权 10/722003 2003-11-25 US

其他公开文献 JP2005152648A5
JP2005152648A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为了减少超声波图像的模糊，关于收集和处理超声波数
据并减少超声波图像模糊的方法和装置。解决方案：用于医学超声成像
的方法包括用于以第一速度将超声波发射到体积中的步骤和用于接收与
各个超声波相对应的超声波回波的步骤。每个回波表示体积中的密度边
界表面。对应于单个发射波的每组接收回波指定转向帧。该方法还包括
用于检测阵列类型转换器的运动的步骤和用于基于检测到的阵列类型转
换器的运动将多个转向帧组合成一个合成图像的步骤。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4c64a0ca-efae-40bb-84c7-d41c0febd943
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034591939/publication/JP4795675B2?q=JP4795675B2

